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球面天文通俗講話（5）

上　　田

日出日没S方位

穣

（Sun　Rise，　Sun　Set　and　Cardinal　Points，

　　　　　　Sunlevigo，　Sunsubiro

　　　　　kaj　Kardinalaj　Punktoj）

　我々は小學讃本で．日の出る方を東εいひ日の入る方を西Sいふご言ふ風に

敏へられてるる。實際太陽は東から出て西へ浸するこε徳日々々繰り返へさる

x事實で千古憂らゐ事柄である。そして今後いつ迄繰り返へさるNこεであら

うか或は未來永劫tr申して一宜しい位であらう。

　今太陽嵐浸の襟子をあらたまって観察してみるまでもなく、駁玉東の方へ出．

てから忙々上へ昇るにつれて右廻りに南の方へづつり、最高の所までゆくε今’

度はそろそろ降り初めて燧には西の方に浸するのであって．西の方に山があれ

ば西山に傾く羅で、浮’ならば西海に没するミいふ澤である。

　この太陽が最も高くなったεを英語では太陽のカルミネーション（Culmina一．

tion　’jε棄するのであるが．これに相等する邦語は別段なくて日南中ミいふ

言葉がこの意味に用ゐられてるる。太陽がこの最高の位置に來るのは丁度太陽、

の中心が子午面へ來た時に自然起るべき竿になってみるので、全く同じ両面

を子午面径過（Meridian　transit，　Meridiantransiro）ミも稔するのである。

　子午面εいふのは既に御承知のこミN思はれるがまた今迄に述べなかっナこが

故に藪に簡輩に述べて見よう。観測者の鞍上の一・黒占を天頂（Zenith，　Zenito）ミ構

へるがこの天頂ε天の北極こ其ε観論者自身を通るZF面を考へるSこれが観測

者の地黒占に於ける子午面（Meridian，　Meridiano）E云ふものである。北極は地

球の廻韓軸を北の方へ引きのばして天球こ交はる貼であるし、天頂ミいふのは

「下げ振り」（糸の端に錘りをブラ下げたもの）を下げて見て眞直ぐになった糸の

方向を上の方へ引きのばして天球ミ交はる馳であるから．この子午面に就ては

何等の紛らはしさもないのであるり

　岡中大きい圓は天球を表はしたもので小さい圓は地球を表はしたものであ

る。そしてCは地球の中心．0は観測者。Pは天の北極でP’は南極であるεす

る。0の天頂をZミするεPZPがこの子午面を表はす二ごになるのである。

特にPZP’の大圓を云ふざきには子午圏ミ呼んでみる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　再び太陽出没の｛伏況を考ふるに．今

　p　　　　　　　　　　　　　　太陽が浸する西山や又森がなくなって

　　　　　　　　　　　　　　　　　　地球が圓滑な球面であるεしても太陽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　はやがては聖篭に甘えて終ふであらう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　畢寛自己が立脚してみるこの地球のた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　めに解くされて終ふからである。二二ち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　我々の視界は地球それ自身のために制

　　　　　　　　　　　　　　　　　　廻せられて天地四方を眸与する自由を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　奪はれてるる。試に眼を地に置いて四

　　　　　　　　　　　　　　　　　　方を見るざきは．その地黒占から恰も李

　　　　　　　　　　　　　　　　　　垣な｝地が無限に籏がつてゐうかの如

くにこの大地一一これを地卒（Horizon，　Horizonto）ミ構へる一一より下は全く

見えないで只その上方の天だけの観塾を許されてみる課である。しかしひの

地響は都合のいΣこミには前にのべナこ下げ振りの方向に丁度直角になってをる

のである。そして前述の子午面がこの地車面ε交はる直線は子午線ε稽へて正

しい南北の方向を指し示すのである。観測者から見て天の北極に近い方の方向

を北（North，　Nordo）ε樗へその管下の方向を南（South，　Sudo）ε櫓へる。

この南北線に直角に騨鞄を通る直華泉を卯酉線（P・im・v・rtiCal，　U・u・ve・til・al・）

ミ樗へる。南へ二ってるればその左手の方向は東（East，　Oriento）で右手の方

向は西（West，　Okcidento）ミいふ課でこれで東西南北の正確な定義が出干た

εいふものである。而．して、こんな風に東西南北を定義する熱し表面上でのガ

位か或は時によって憂るものではないかミいふ不安があるかも知れないけれさ

も決してそんな心配はなく地表面上に定：まった方位を教へてるるのである。

　さてかうなるこ日の出る方を東εいふ風に平坐には濟まされなくなる。これ

は事實が示すもので、太陽は決して常に眞東から出て眞西に浸するものではな

いこεが知られるであらう。、夏になるε段々ε東よりは北寄りの方から日が出

て來て、南をまわって西より考，北へ寄つずこ邊りで浸する。それが夏至を過ぎる

ε段々あε戻りして冬には東よりは南寄りの邊で太陽が出てそつミ南を廻るε

直ぐ浸して終ふ。畢寛これ等の事柄は．太陽の出浸εいふものが輩に地球の廻

韓に基くεころの見掛けの現象に過ぎないεいふここで簡輩に説明するこミが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム出來るのである。この見掛けの蓮動は日週運動　（Diur副motion，　Ciutaga

皿ovado）　ε樗するものであって．只に太陽ばかりでなく月も亦多くの星も皆

この日週蓮動に参加してみる筈である。さてこそ数多くの星が一糸みだれすに

同歩調を以て東から出て西の方ヘミ移り進んでゆくこざが納得するこεが出重

るのである。今圖に於てNPZSを子午面ミし．　NESWを地李面εする。その

時N。E．S．Wは干れそれ北東南西の方位を表はすこξになるであらう。今天球
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上Fの如き鮎に一つの星があるミするミ、天球は全禮εしてPP’を軸εして右

廻りに廻轄するからFなる鮎はFUQLRで示す檬な小型にそって欠の向きに

蓮行ずる筈である。その小圓の壁面はPP線に直角になってみる筈でこの小

圓ε地黒面ξの交りの内東側のものをRミいひ西側のものをQεいふこεに

する。そうするこ明週運動の問に於て星がRUQの問にある間は観測者から見

るこミが出域るが、QLRの間ではも早や見るこεが三叉ないこεは容易く認

められる。師ち實線の部位では見えるが黒占線の部分では見えないのである。R

灘では今まで見えてみなかった星が初めて見える鮎であって．Q鮎では今まで

　　　　　　　z　u　　　　　　見えてゐナこ星が見えなくなる黙であ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。

　　P亥　　　　もし叉一つの星が天の艦・qua－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　tor，　Ekvatoro）　上にあるεする。

，・　R　．　E　　　赤道漁ふのは天の北極舗右亟9か
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軸に直角になってをる○この檬な星

は丁度眞東から上って來て眞西に浸

するから。現はれてるる時間ε地下

に浸してみる時間が正に等しい。こ

れから北の星になる程、東西より北

側で出浸する。そして出現の時間が

’没してみる間より長くなるのである。更
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距離はこの観測者の地鮎に於ける北極の

地李面上の高度を示すもので、これをこ

の地の緯魔（Latltude，　latitud・肺野へる

のである。三ってその土地の緯度よりも
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一例へば京都なら35．よりも北極に近い様な星は凡て京都でば地下に浸しない

のであるεいふ結論が得られるのであるQ次に赤道から南にある星は3うかε

いふミ、只今ε全く反封のこεが申されるQ帥ち段々南の星ほさ東西よりは南

寄りに出浸して地上に出てみる時間よりも地下に浸してみる時間の方が長くて
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逡にはその地の緯度よりも爾ほ南極に近い星になるεついぞ地上に顔を出さな

いものがあるミいふのである。

　この様にして星の出塁の檬子を見てみるミ太陽の出浸の歌聖は容易に知られ

るミころである。前に述べナこ様に多くの恒星は齊一な共同歩調を以て日週響動

をしてみるのであるが、それは恒星が非常に遠いが爲めに．地球の群行によっ

て相互間の見掛けの位置が攣らないで恰も天球上に鑛ばめてあるものこ考へら

れ得るからである。然るに太陽は地球の響動（公韓）によって星の縷ばめてある

天球上を一廻はりまわる澤でその蓮行の道は黄道（Ecliptic，　Ektiptiko）ε呼ぶ

一つの大幣である。この大野が赤道こ23。2プの傾きをしてみるが警めに、一

廻はりする間に赤置から段々北へはつれてゆくかε思ふεまたアト戻りして赤

道に悟り叉南の方へ段々移ってゆくミいふ様な愛野をくり返へすのである。

　それで春分には太陽は丁度赤道上にあるが故に眞東から出て眞西に浸1．．R．

註ε夜の長さが等しい所謂準夜李分の時である。それが段々太陽が黄道上を進

むにつれて赤道から北の方ヘハヅれて來るから、壁間の時間が長くなり目出日

浸共少し北よりになって來る。しかし一番赤道からハヅれたεころで高々夏至

の時の23．27’で、普通内地では東西から30。足らす北寄りから日が出浸するの

である。夏至から後には段々赤道の方へ蹄って來て秋分は再び眞東から出て甲

西に浸し聖夜半分ミなる諜である。それからは赤道から南の方へ太陽が移って

ゆき．東より南寄りに日が出てホンの直ぐ西に浸して終ふので大暦日が（書間

が）短かくなる。冬至になるxS是も同の短かい盛りで、其後は段々醤εへ戻っ

て春分の書夜営分に下るのである。

　上に申し述べナこミころは．内地の様な下男：度の地鮎についての話であって．

もしすつε極地に近い所へゆくこ大分趣きが異なるこごも想像に難くはない。

例へば北緯70。位の土地へいつナこNSするミ．矢張り春分の時には眞東から出て

眞西に浸するけれS“もそれから後にはドンドン北寄りのεころから日が出浸す

る様になって五月二十二：日頃になるε太陽から北極までの距離が70。程になっ

てその土地の緯度に達するからそれから後には太陽は地李面上に出たつ切りで

浸するこSなしにグルグル廻るこEやがてニケ月間七月壮四日頃にやっこ浸す

るミいふ。極めて我々に取っては不可思議な有襟を呈するこεになるのである。

若し日が出て浸するまでを孕日ミ稽すみものεすれば．この様な土地では牛日

がニケ月に等しいεいふ襟なこきが申せる言睾になる、しかしこの反劃‘に冬至に

近い頃ではやがてこニク引当の夜を辛抱せねばならぬこEであらう。更に北へ進

むミ倫ほ晶々この差違が目立つのであみが、もし一旦北極へ來るtr全く様子が

一窪して終ふのである。それは北極では方位がなくなって終って只南丈けしか

ないこミになり．そして牛誓書で孚年夜の世界になって終るこミである。


